
事情聴取の呼び出し（２０２４年６月１７日掲載）

早い段階で弁護士に相談を

【質問】

　警察から事情聴取のため、呼び出しの電話がかかってきました。全く身に覚えが

ないのですが、どうすればよいでしょうか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【回答】

　全く身に覚えのない犯罪事実について、警察から事情聴取の呼び出しをされると、

驚かれると思います。

　事情聴取の呼び出しの連絡があっただけでは強制ではありませんが、何の考えも

無しに警察からの連絡を無視したり、応じたりしないというのはおすすめはできま

せん。警察が握っている証拠や対応次第では、逮捕される可能性も否定できません。

できれば早い段階で弁護士に相談することを強くおすすめします。

　あなたが被疑者として取り調べを受ける場合には、黙秘権がありますので、警察

官からの質問に対して黙っていてもかまいませんし、それにより不利益になること

もありません。また、事情聴取に応じて話をする場合には、知っていること▽知ら

ないこと、やったこと▽やっていないこと、見たこと▽見ていないこと、覚えてい

ること▽覚えていないこと―などをしっかり峻別して話すようにしてください。

　警察官は調書を作成することがありますが、曖昧な供述では不正確な調書となり

かねません。明確な供述を心がけてください。調書が完成すると、その内容を確認

され、署名と押印を求められます。このとき、できあがった調書をしっかり読んで、

間違いや不正確な部分がないかどうかをよく確認してください。もし、間違いや不

正確な部分があった場合、訂正を求めてください。訂正してくれない場合や全体的

に調書がおかしい場合には、署名と押印を断ることもできます。

　いずれにせよ、慌てず、焦らず、可能な限り早めに弁護士に相談するべきである

ことを覚えていていただきたいと思います。

　（弁護士　中山良平）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　


